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一　

は
じ
め
に

前
稿
一

に
お
い
て
建
築
学
専
攻
所
蔵
の
旧
備
品
台
帳
よ
り
旧
工
部
美
術
学
校

所
蔵
品
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
石
膏
像
、
寒
水
石
彫
刻
の
目
録
を
紹

介
し
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
同
じ
く
旧
工
部
美
術
学
校
所
蔵
資
料
が
含
ま
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
四
項
目
を
引
き
続
き
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
建
築
学
専
攻
へ

と
引
き
継
が
れ
た
経
緯
、
旧
備
品
台
帳
の
説
明
に
関
し
て
は
、
前
稿
で
述
べ
て

い
る
こ
と
か
ら
割
愛
す
る
。

二　

目
録
の
紹
介

（
一
）
画
手
本

「
ミ
」
印
「
画
手
本
標
本
」
と
分
類
さ
れ
、
備
品
番
号
は
三
一
ま
で
、
明
治

二
二
年
四
月
一
日
付
で
二
七
件
、
二
五
年
二
月
三
日
付
で
四
件
登
録
さ
れ
て
い

る
。
臨
本
、
手
本
と
銘
打
た
れ
た
著
名
な
絵
画
の
複
製
、
粉
本
が
大
半
を
占
め

る
。
こ
の
う
ち
、「
ミ
10
」に
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
ュ
直
筆
の
手
本
が
含
ま
れ
る
が
、

手
本
で
あ
る
た
め
か
「
価
格
」
は
一
九
枚
で
五
．
二
〇
四
円
と
他
に
比
べ
必
ず

し
も
高
額
で
は
な
い
。
ま
た
、
解
剖
書
が
明
治
二
二
年
と
二
五
年
の
二
期
に
分

か
れ
登
録
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
価
格
が
大
き
く
異
な
る
点
か
ら
、
こ
の
二
期
に

登
録
さ
れ
た
解
剖
書
は
同
一
で
は
な
い
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
芸
術
参
考
図

「
シ
」
印
「
芸
術
参
考
標
本
」
と
分
類
さ
れ
、
明
治
二
二
年
四
月
一
日
付
よ

り
昭
和
一
七
年
七
月
二
三
日
付
ま
で
、
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
登
録
が
続
き
、
備

品
番
号
は
二
七
六
に
及
ぶ
。
前
項
目
「
ミ
」
印
が
「
画
手
本
標
本
」
と
分
類
さ

れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
芸
術
参
考
標
本
」
と
分
類
さ
れ
た
「
シ
」
印
は
、
分

類
名
ど
お
り
に
取
る
と
、
手
本
つ
ま
り
模
写
対
象
で
は
な
く
、
参
考
資
料
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、「
シ
8
」「
シ
9
」
に
は
前
項
「
ミ
」
印
同
様
解
剖

図
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
台
帳
の
み
で
は
、
な
ぜ
異
な
る
項
目
に
登
録
さ
れ
た

の
か
不
明
で
あ
る
。
こ
の
解
剖
図
以
外
に
も
明
治
二
二
年
に
登
録
さ
れ
た
一
四

品
目
は
、「
ミ
」
印
「
画
手
本
標
本
」
の
品
目
と
同
類
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

も
の
が
多
く
、
区
分
さ
れ
た
明
確
な
要
因
は
わ
か
ら
な
い
。
単
な
る
事
務
的
な

問
題
の
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
目
録
情
報
の
み
で
の
判
断
は
難
し
く
、
双
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六
八

方
含
め
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

明
治
二
七
年
六
月
か
ら
三
八
年
ま
で
に
登
録
さ
れ
た
一
九
品
目
は
、
す
べ
て

写
真
帳
で
あ
る
。
日
本
建
築
や
美
術
品
の
写
真
帳
が
大
半
を
占
め
る
が
、
明
治

三
三
年
一
月
に
納
入
さ
れ
た
三
点
（「
シ
24
古
代
彫
刻
物
写
真
」「
シ
25
画
手
本

参
考
用
写
真
」「
シ
26
近
世
油
画
写
真
」）
は
前
後
の
写
真
帳
と
は
異
な
り
、
国

外
美
術
の
参
考
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
明
治
三
八
年
六
月
に
は
写
真
家
小
川
一
眞
二

よ
り
「
北
京
城
内
写
真
」

が
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
三
年
に
起
き
た
義
和
団
事
変
三

の
翌
年
、
列
国

連
合
軍
に
よ
り
占
領
さ
れ
て
い
た
北
京
の
「
故
宮
」
調
査
が
工
科
大
学
建
築
学

科
助
教
授
の
伊
東
忠
太
四

、
大
学
院
生
の
土
屋
純
一
五

、
助
手
の
奥
山
恒
五
郎
、

そ
し
て
写
真
家
小
川
一
眞
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
伊
東
ら
に
よ

る
建
築
調
査
と
小
川
の
調
査
は
異
な
る
計
画
で
始
ま
っ
た
。
東
京
帝
国
大
学
工

科
大
学
建
築
学
科
で
は
、
当
初
三
三
年
末
に
北
京
城
へ
の
調
査
派
遣
を
計
画
す

る
が
、
費
用
の
問
題
で
中
止
と
な
る
。
さ
ら
に
翌
三
四
年
三
月
に
は
欧
州
留
学

中
で
あ
っ
た
武
田
五
一
六

を
帰
路
途
中
で
北
京
へ
立
ち
寄
ら
せ
よ
う
と
す
る
が
、

手
続
き
が
間
に
合
わ
ず
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。よ
う
や
く
五
月
に
至
り
、

土
屋
と
奥
山
を
派
遣
す
る
手
筈
が
整
い
、
さ
ら
に
伊
東
の
派
遣
が
命
ぜ
ら
れ
実

現
へ
と
近
付
く
七

。
一
方
、
当
時
東
京
府
知
事
で
あ
っ
た
岡
部
長
職
は
、
軍
隊

慰
問
で
訪
れ
た
紫
禁
城
に
感
銘
し
、
知
人
で
あ
る
小
川
に
創
建
当
初
の
姿
を
残

す
紫
禁
城
を
撮
影
さ
せ
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
。
調
査
実
現
の
た
め
文
部
大

臣
に
働
き
か
け
る
過
程
に
お
い
て
、
双
方
の
計
画
を
知
る
こ
と
と
な
り
、
結
果
、

小
川
が
帝
国
大
学
か
ら
の
派
遣
と
い
う
形
で
実
現
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し

小
川
の
経
費
を
負
担
す
る
こ
と
に
大
学
、文
部
省
と
も
に
難
色
を
示
し
た
た
め
、

結
局
東
京
帝
室
博
物
館
は
、
撮
影
し
た
種
板
と
印
画
を
博
物
館
に
納
め
る
こ
と

を
条
件
と
し
て
、
経
費
の
負
担
を
す
る
。
こ
の
時
に
撮
影
し
た
種
板
三
三
四
点

三
五
二
枚
、
印
画
、
絵
図
そ
し
て
伊
東
忠
太
に
よ
る
写
真
解
説
は
、
現
在
な
お

東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
し
て
い
る
八

。

さ
ら
に
、
こ
の
時
納
め
ら
れ
た
調
査
写
真
全
三
五
二
枚
の
写
真
の
う
ち

一
七
二
枚
が
、
明
治
三
九
年
六
月
に
伊
東
の
解
説
と
と
も
に
、
東
京
帝
室
博

物
館
よ
り
『
清
国
北
京
皇
城
写
真
帖
』
と
題
さ
れ
、
五
〇
〇
部
刊
行
さ
れ
た
九

。

し
か
し
後
年
の
小
川
自
身
の
話
に
よ
る
と
、
実
際
に
撮
影
を
行
っ
た
の
は
全
部

で
四
三
五
枚
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
写
真
は
日
本
に
帰
国
後
、
枢
密
顧

問
官
へ
の
観
覧
を
経
て
一
〇

、
原
板
は
博
物
館
へ
寄
付
し
、
建
築
の
方
の
写
真
は
、

菊
池
等
の
手
に
よ
っ
て
工
科
大
学
へ
納
付
さ
れ
た
一
一

。

備
品
台
帳
「
シ
」
項
目
に
は
、
こ
の
写
真
帖
発
刊
の
一
年
前
で
あ
る
明
治

三
八
年
に
二
種
類
の
北
京
城
写
真
帳
が
、
撮
影
者
で
あ
る
小
川
一
眞
よ
り
寄
贈

さ
れ
て
い
る
。
目
録
に
よ
る
と
、「
シ
35
」
は
「
金
印
」、「
シ
36
」
は
「
銀
印
」

と
異
な
る
印
が
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。「
金
印
」
は
博
物
館
に
納
め

ら
れ
た
原
板
と
同
じ
三
五
二
枚
、「
銀
印
」
は
一
組
八
三
枚
で
あ
り
、
双
方
を

足
す
と
、
小
川
の
言
う
全
撮
影
枚
数
四
三
五
枚
と
等
し
く
な
る
こ
と
か
ら
、「
シ

35
」「
シ
36
」
は
、
こ
の
清
国
北
京
城
調
査
の
際
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
帳
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
特
に
「
銀
印
」
は
博
物
館
に
収
め
ら
れ
た
写
真
以
外
の
写
真

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

明
治
四
〇
年
以
降
に
納
入
さ
れ
て
い
る
品
目
は
、
國
華
社
や
審
美
書
院
を
は

じ
め
と
す
る
出
版
社
や
刊
行
会
に
よ
る
、
国
内
の
複
製
絵
画
史
料
が
大
半
を
占

め
て
い
る
。
こ
れ
ら
複
製
史
料
の
出
版
は
、
明
治
二
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
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『
國
華
』
が
先
駆
け
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。「
美
術
は
国
の
精
華
な
り
」「
国
民

と
共
に
邦
家
の
精
華
を
発
揮
せ
ん
と
欲
す
る
」
一
二

と
い
う
提
言
で
始
ま
る
こ
の

雑
誌
『
國
華
』
は
、
文
化
財
概
念
の
普
及
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
古
美
術
や

古
建
築
の
複
製
を
木
版
、
写
真
版
や
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
で
掲
載
し
て
ゆ
く
。
そ

の
後
明
治
三
八
年
頃
に
は
『
國
華
』
は
経
営
難
に
至
り
、発
刊
当
初
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
岡
倉
天
心
が
経
営
よ
り
手
を
引
く
こ
と
と
な
る
が
、
代
わ
る
よ
う
に
主

幹
に
加
わ
っ
た
瀧
精
一
も
、
複
製
物
を
作
成
す
る
こ
と
で
広
く
普
及
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
説
く
一
三

。
こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の
複
製
物
が
世
に
広
ま
る

こ
と
と
な
る
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
絵
画
史
料
は
、
こ
の
『
國
華
』
に
続

く
近
代
複
製
出
版
物
と
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
、
当
時
の
出
版
状
況
や
印
刷

技
術
を
知
る
上
で
も
非
常
に
興
味
深
い
。
ま
た
、
建
築
学
科
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
複
製
絵
画
史
料
を
「
芸
術
参
考
標
本
」
と
し
て
購
入
し
て
い
る
こ
と
は
、
特

筆
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
油
絵

「
ク
」
印
「
油
絵
標
本
」
と
分
類
さ
れ
、明
治
二
四
年
一
〇
月
一
五
日
に
一
点
、

翌
二
六
年
一
〇
月
一
〇
日
に
七
点
が
登
録
さ
れ
る
。
点
数
も
少
な
く
、
か
つ
納

入
時
期
も
限
ら
れ
て
い
る
の
は
、
工
科
大
学
造
家
学
科
（
建
築
学
科
）
に
お
い

て
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
油
絵
を
描
く
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
一
四

。「
ク

2
上
野
不
忍
ノ
池
ノ
図
」、「
ク
6
芝
文
照
院
表
門
ノ
図
」
が
高
額
で
あ
る
こ
と

に
目
を
引
く
。

（
四
）
自
在
画

「
コ
」
印
「
自
在
画
額
面
類
標
本
」
と
分
類
さ
れ
、
明
治
二
六
年
一
〇
月

一
〇
日
に
六
点
、
三
〇
年
六
月
二
五
日
に
一
点
登
録
さ
れ
る
。
油
絵
同
様
点
数

は
少
な
く
、
納
入
時
期
も
限
ら
れ
て
い
る
の
は
同
様
の
理
由
か
ら
と
考
え
ら
れ

る
。「
ク
」
印
が
油
絵
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
油
彩
以
外
の
水
彩
、
木

炭
画
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
ュ
の
自
在
画
二
点
が
高
額

で
あ
る
。

三
、
工
部
美
術
学
校
に
お
け
る
物
品
購
入
と
売
却

　

こ
こ
で
、
ま
ず
工
部
美
術
学
校
に
お
け
る
物
品
の
購
入
と
売
却
に
関
す
る
記

録
を
、『
工
部
省　

美
術　

自
明
治
九
年
至
仝
十
五
年
』
一
五

よ
り
抜
粋
し
て
み

た
い
。

　

明
治　

九
年
一
一
月
二
七
日　

�

彫
刻
学
需
要
ノ
製
土
ヲ
伊
国
ジ
ェ
ー
ヌ
府
ニ

購
ス

　
　
　

一
〇
年
一
二
月　

一
日　

�

伊
太
利
ア
ル
バ
ー
ト
ル
石
灰
十
キ
ン
ト
ヲ
同

国
ニ
購
ス

　
　
　

一
二
年　

八
月　

二
日　

彫
刻
需
要
品
ヲ
英
国
ニ
購
ス

　
　
　

一
三
年　

四
月
二
六
日　

�

画
学
用
シ
エ
ロ
ー
ム
エ
ハ
ル
ク
挿
筆
画
手
本

初
歩
外
十
三
種
ヲ
伊
国
ニ
購
ス

　
　
　

一
四
年　

一
月
二
四
日　

解
剖
書
ヲ
購
ス
（
罫
外
）

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
前
稿
で
紹
介
し
た
石
膏
像
し
か
り
、
工
部
美
術
学
校

で
所
蔵
す
る
物
品
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
書
籍
を
含
め
既
に
多
数
が
確
認
さ

れ
て
い
る
一
六

。
全
体
像
の
把
握
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
記
載
さ

れ
た
物
品
と
そ
れ
以
外
と
の
違
い
は
、
現
状
で
は
判
断
が
で
き
な
い
が
、
こ
こ

に
記
載
さ
れ
た
備
品
購
入
は
学
校
の
公
式
な
行
為
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ

う
。
こ
の
う
ち
、「
シ
エ
ロ
ー
ム
エ
ハ
ル
ク
挿
筆
画
手
本
初
歩
外
一
三
種
」と「
解



七
〇

剖
図
」
は
、
本
稿
で
紹
介
す
る
「
ミ
」
印
「
画
手
本
標
本
」、「
シ
」
印
「
芸
術

参
考
標
本
」
に
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
。

　

一
方
、
彫
刻
科
が
廃
止
と
な
っ
た
明
治
一
五
年
六
月
以
降
に
行
わ
れ
た
物
品

の
売
却
や
寄
贈
に
関
す
る
記
載
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

明
治
一
五
年　

七
月　

五
日　

�

同
人
（
ラ
グ
ー
ザ
：
筆
者
注
）
ノ
請
求
ニ
依

リ
彫
刻
場
製
ス
ル
所
ノ
彫
刻
写
真
帖
一
帖
ヲ

贈
与
ス
、
是
同
人
奉
職
中
生
徒
ニ
教
授
、
製

造
セ
シ
物
品
ノ
写
真
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　

九
月　

六
日　

�
彫
刻
場
備
品
ノ
内
、
諸
器
械
ノ
建
築
用
見
本

類
、
彫
刻
ノ
為
メ
要
用
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
工
部
省

営
繕
局
ニ
交
付
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
四
日　

�

彫
刻
用
残
余
ノ
粘
土
伊
国
産
ヲ
元
教
場
中
ニ

蔵
蓄
セ
シ
ヲ
卒
業
生
徒
依
リ
其
難
得
ノ
物
ナ

ル
ヲ
以
テ
、之
ヲ
売
与
セ
ラ
レ
ン
事
ヲ
請
フ
、

許
可
ヲ
得
テ
、
粘
土
英
斤
凡
千
二
百
斤
廉
価

ヲ
以
テ
之
ヲ
売
付
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
五
日　

�

曩
キ
ニ
東
京
大
学
画
学
教
場
ノ
依
頼
ニ
応

シ
、
彫
刻
数
種
ヲ
摸
造
シ
、
未
タ
成
ル
ニ
至

ラ
ス
シ
テ
閉
場
セ
シ
ヲ
以
テ
、
及
チ
其
甞
テ

製
造
セ
ル
モ
ノ
、
無
代
価
ヲ
以
テ
東
京
大
学

ニ
交
付
ス

　
　
　
　
　
　
　

十
月　

四
日　

�

許
可
ヲ
得
テ
彫
刻
場
製
造
品
無
代
価
ヲ
以
テ

之
ヲ
博
物
館
ニ
付
シ
、
同
館
ノ
陳
列
品
ト
ナ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
一
日　

�

彫
刻
場
備
品
ヲ
営
繕
局
ニ
交
付
ス
、
但
甲
乙

二
種
ヲ
分
チ
、
甲
ハ
無
代
価
ト
シ
、
乙
ハ
原

価
三
割
引
ノ
価
ヲ
以
テ
之
ヲ
交
付
ス

（
読
点
筆
者
）

ま
ず
ラ
グ
ー
ザ
は
帰
国
に
あ
た
り
、
生
徒
の
和
服
姿
の
写
真
一
七

と
と
も
に
、

生
徒
作
品
を
撮
影
し
た
写
真
帳
を
求
め
て
い
る
（
七
月
五
日
）。
次
に
、
東
京

大
学
図
学
教
場
へ
「
摸
造
」
彫
刻
を
無
償
で
納
め
る
（
九
月
二
五
日
）。
明
治

一
五
年
当
時
、
東
京
大
学
に
は
博
物
場
が
あ
り
、
理
学
部
学
各
学
科
の
標
本
や

模
型
な
ど
が
陳
列
さ
れ
て
い
た
が
、教
場
の
依
頼
で
作
成
さ
れ
た
こ
の
彫
刻
は
、

博
物
場
の
陳
列
品
で
は
な
く
、
教
材
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
コ
ー
ネ

ル
大
学
で
建
築
を
専
攻
し
た
小
島
憲
之
は
、
帰
国
後
の
明
治
一
四
年
一
〇
月
に

東
京
大
学
理
学
部
講
師
と
し
て
着
任
、
翌
一
五
年
一
二
月
に
教
授
と
な
り
、
兼

担
す
る
予
備
門
に
お
い
て
用
器
画
を
、
理
学
部
に
お
い
て
図
学
、
機
械
図
の
ほ

か
、
造
営
学
（
建
築
学
）
を
担
当
す
る
。
模
造
彫
刻
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

も
の
を
指
す
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
小
島
の
担
当
教
科
で
使
用
し
た
可
能
性
を

ふ
く
め
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
一
八

。
東
京
大
学
予
備
門
は
明
治
一
九

年
に
第
一
高
等
中
学
校
と
な
る
が
、
小
島
も
第
一
高
等
中
学
校
教
諭
と
な
り
、

現
在
の
東
京
大
学
教
養
学
部
へ
と
引
き
継
が
れ
る
。
事
実
、
教
養
学
部
図
学
教

室
に
は
第
一
高
等
中
学
校
の
図
学
模
型
な
ど
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
一
九

、
こ
れ
ら
摸
造
彫
刻
も
同
様
に
引
き
継
が
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
帝
室
博
物
館
へ
は
「
製
造
品
」
を
納
め
て
い
る
（
一
〇
月
四
日
）。
東

京
大
学
図
学
教
場
に
納
め
た
の
は
「
摸
造
」
つ
ま
り
「
複
製
」
に
対
し
、
帝
室

博
物
館
へ
納
め
た
も
の
は
「
製
造
品
」
と
記
し
、
ど
ち
ら
も
工
部
美
術
学
校
で
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工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
所
蔵　

旧
備
品
台
帳
（
二
）　

旧
工
部
美
術
学
校
所
蔵
資
料

制
作
さ
れ
た
も
の
に
か
か
わ
ら
ず
明
確
に
区
別
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
帝
室

博
物
館
へ
納
め
た
の
は
単
な
る
既
存
の
石
膏
の
複
製
で
は
な
い
と
考
え
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
二
〇

。
さ
ら
に
面
白
い
こ
と
に
、
彫
刻
場
備
品
の
う
ち
建
築
用
見

本
類
な
ど
を
同
じ
工
部
省
内
の
営
繕
局
に
交
付
し
て
い
る
が
、
移
管
で
は
な
く

一
部
は
有
償
で
売
却
を
し
て
い
る
（
九
月
六
日
、
一
〇
月
二
一
日
）。

先
の
購
入
過
程
同
様
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
以
外
に
も
、
物
品
は
売
却
や

寄
贈
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。
現
在
の
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、こ
れ
ら
売
却
、

寄
贈
さ
れ
た
物
品
以
外
の
所
蔵
品
の
大
半
が
、
同
じ
工
部
省
管
轄
で
あ
っ
た
工

部
大
学
校
へ
と
移
管
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

四
、
教
材
と
し
て
の
備
品

　

次
に
、
こ
れ
ら
所
蔵
品
が
実
際
の
教
育
課
程
の
中
で
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ

て
い
た
の
か
を
整
理
す
る
た
め
、
ま
ず
、
金
子
一
夫
氏
の
先
行
研
究
二
一

よ
り
、

簡
単
に
工
部
美
術
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

予科

幾
何
学
→
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
→
幾
何
法
飾
→
（
線
画
飾
→
上
等
飾
画
）

→
造
家
図
→
論
理
影
法
→
実
地
影
法
→
論
理
実
地
遠
近
法
→
水
画

画学科

ﾌｫﾝﾀﾈｰジ期

臨
画（
模
写
）→
石
膏
人
物（
半
身
）写
生（
手
本
模
写
）→
石
膏
人
物（
立

像
）
写
生
（
手
本
模
写
）
→
油
画
（
木
偶
人
写
生
）
→
人
物
手
足
写
生
（
手

本
模
写
、
実
物
写
生
）
→
黒
灰
筆
画
（
人
物
）
写
生
→
鉛
筆
風
景
写
生

→
油
画
風
景
写
生

ｻﾝ･
ジｮヴｧﾝﾆ期

（
実
習
）
風
景
人
物
初
歩
→
風
景
人
物
上
等
→
石
膏
写
生
→
風
景
写
生
→

風
景
人
物
油
画
→
風
景
人
物
油
画
写
生

（
基
礎
学
）
幾
何
学
→
遠
近
法
→
飾
画
→
論
理
影
法
→
解
剖
学

彫刻科

ラグーザ

初
歩
画
→
飾
物
画
→
獣
類
画
→
人
物
画

石
膏
屏
土
製
飾
物
初
歩
→
石
膏
製
上
等
飾
物
→
石
膏
製
獣
類
→
石
膏
製

風
景
額
類
→
石
膏
製
人
物
→
大
理
石
彫
刻
初
歩
飾
物

　

画
学
科
に
お
け
る
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
の
実
技
指
導
は
臨
画
か
ら
写
生
へ
、
手

本
か
ら
石
膏
像
、
人
物
へ
と
段
階
を
経
て
方
法
や
題
材
が
変
化
す
る
原
則
が

あ
っ
た
。
つ
ま
り
画
学
科
で
は
、
実
際
の
人
物
や
石
膏
像
を
対
象
と
せ
ず
、
臨

本
（
手
本
）
を
模
写
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
特
に
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
期

に
お
い
て
は
、画
学
科
の
石
膏
デ
ッ
サ
ン
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、石
膏
デ
ッ

サ
ン
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
つ
ま
り
、
画
学
科
に
お
け
る

美
術
教
育
の
基
本
は
臨
本
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
事
実
、
フ
ォ
ン
タ

ネ
ー
ジ
の
風
景
自
在
画
の
工
部
美
術
学
校
生
徒
に
よ
る
模
写
は
確
認
さ
れ
て
お

り
二
二

、
ほ
ぼ
等
寸
で
忠
実
に
模
写
さ
れ
た
こ
れ
ら
デ
ッ
サ
ン
を
み
る
と
、
い
か

に
臨
本
の
模
写
を
重
要
視
し
て
い
た
の
か
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
工
科
大
学
造
家
学
科

で
は
、
こ
れ
ら
所
蔵
品
を
引
き
継
い
だ
工
科
大
学
造
家
学
科
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
稿
で
は
講
義
と
担
当
教

員
の
整
理
を
行
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
具
体
的
な
資
料
を
用

い
て
検
討
し
た
い
。

金
子
氏
に
よ
り
、
工
科
大
学
造
家
学
科
在
学
中
の
大
沢
三
之
助
二
三

に
よ
る
大

熊
氏
廣
二
四

の
卒
業
製
作
「
破
牢
」、
も
し
く
は
こ
の
作
品
の
モ
デ
ル
と
考
え
ら

れ
る
ヴ
ェ
ー
ラ
作
「
ス
パ
ル
タ
ク
ス
」
の
デ
ッ
サ
ン
が
存
在
す
る
こ
と
は
既
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
二
五

。
実
は
、
こ
の
大
沢
の
「
破
牢
」
デ
ッ
サ
ン
以
外
に
も
、

工
科
大
学
造
家
学
科
を
明
治
二
六
年
卒
業
し
た
塚
本
靖
二
六

、二
七
年
卒
業
の
大

沢
三
之
助
、
野
口
孫
市
二
七

に
よ
る
デ
ッ
サ
ン
が
、
明
治
三
〇
年
二
月
九
日
に
当

時
の
東
京
美
術
学
校
（
以
下
美
校
と
す
る
、
現
東
京
藝
術
大
学
）
に
納
め
ら
れ

て
い
る
。
造
家
学
科
を
持
た
な
い
美
校
に
彼
ら
の
デ
ッ
サ
ン
が
納
め
ら
れ
た
経
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緯
を
検
討
す
る
た
め
に
、
当
時
の
美
校
と
造
家
学
科
の
関
わ
り
を
整
理
し
た

い
二
八

。
美
校
と
造
家
学
科
の
関
わ
り
は
古
く
、
明
治
二
六
年
二
月
よ
り
九
月
ま
で
伊

東
忠
太
、
そ
の
後
明
治
二
九
年
一
月
ま
で
塚
本
靖
、
そ
の
後
明
治
二
九
年
一
二

月
ま
で
関
野
貞
、
再
度
塚
本
靖
が
そ
れ
ぞ
れ
「
建
築
装
飾
術
」
担
当
の
嘱
託
教

員
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
の
は
、
美
校
側
の
意
向
で
は

な
く
、教
員
を
務
め
て
い
た
工
科
大
学
造
家
学
科
卒
業
者
達
の
都
合
で
あ
っ
た
。

明
治
二
六
年
の
伊
東
か
ら
塚
本
へ
の
交
代
は
、
伊
東
が
平
安
神
宮
（
平
安
遷
都
紀

年
殿
）
技
師
と
し
て
京
都
に
赴
任
す
る
た
め
、
二
九
年
一
月
の
塚
本
か
ら
関
野
へ

の
交
代
は
、
塚
本
が
日
光
廟
修
繕
調
査
へ
赴
く
た
め
、
一
二
月
の
関
野
か
ら
塚
本

へ
の
交
代
は
、
関
野
が
奈
良
県
技
師
と
し
て
赴
任
す
る
こ
と
が
内
定
し
た
た
め
で

あ
っ
た
二
九

。
こ
の
建
築
装
飾
術
の
講
師
依
頼
は
、
当
初
は
岡
倉
天
心
と
伊
東
の
関

係
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
講
師
が
変
わ
ろ
う
と
も
継
続
し
た
。

一
方
こ
の
時
期
の
美
校
に
お
け
る
大
き
な
変
化
は
、
明
治
二
九
年
七
月
に
工

藝
図
案
家
と
建
築
装
飾
図
案
家
の
育
成
を
目
的
と
す
る
図
按
科
が
設
置
さ
れ
、

九
月
よ
り
授
業
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
塚
本
は
新
た
に
開
設
さ
れ
た

図
按
科
に
お
け
る
建
築
装
飾
図
案
の
担
当
者
と
な
り
、
建
築
装
飾
史
と
建
築
装

飾
術
を
担
当
し
た
。
翌
明
治
三
〇
年
三
月
に
は
大
沢
三
之
助
が
「
建
築
装
飾
製

図
」
授
業
嘱
託
と
し
て
美
校
に
雇
わ
れ
る
。
恐
ら
く
は
図
按
科
二
年
に
設
け
ら

れ
て
い
た
「
建
築
装
飾
術
」
に
お
い
て
実
習
を
教
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
三
〇

。

つ
ま
り
、
図
按
科
の
教
育
は
塚
本
の
全
体
構
想
の
も
と
、
大
沢
と
の
実
技
指
導

で
始
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
東
京
藝
術
大
学
所
蔵
の
工
科
大
学
造
家
学

科
生
徒
の
デ
ッ
サ
ン
は
塚
本
も
し
く
は
大
沢
の
仲
介
に
よ
り
、
新
た
に
設
置
さ

れ
た
図
按
科
の
教
材
と
し
て
購
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
同
時
期
に
登
録
さ
れ
た
大
沢
の
「
破
牢
」
デ
ッ
サ
ン
以
外
に
目
を
転

じ
て
み
る
と
、
現
在
建
築
学
専
攻
で
所
蔵
が
確
認
さ
れ
て
い
る
石
膏
像
の
デ
ッ

サ
ン
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
数
点
確
認
で
き
る
。（
表
1
、
図
1
～
4
）
さ
ら

に
、大
沢
に
よ
る
ト
ル
ソ
デ
ッ
サ
ン
（
図
5
）
は
「
ヰ
102
ベ
ス
ト
カ
プ
ア
」（
図

6–

1
）
の
正
面
デ
ッ
サ
ン
で
あ
り
、
工
部
美
術
学
校
生
徒
の
ト
ル
ソ
デ
ッ
サ

ン
（
図
7
）
は
同
石
膏
の
背
面
（
図
6–

2
）
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
塚
本
に
よ
る
石
膏
デ
ッ
サ
ン
（
図
8
）
は
、
曽
山
幸
彦
の
『
デ
ュ
オ

ニ
ソ
ス
』（
図
9
）
と
同
一
画
題
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
工
部

美
術
学
校
に
お
い
て
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
直
筆
画
以
外
に
も
写
真
や
臨
本
を
手
本

と
し
て
模
写
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
が
さ
れ
て
お
り
、
清
水
重

敦
氏
に
よ
り
具
体
例
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
三
一

。
デ
ュ
オ
ニ
ソ
ス
像
は
当
専
攻
の

旧
備
品
台
帳
の
記
載
、
実
物
と
も
に
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
両
図
の
構
図
、
陰

影
、
サ
イ
ズ
も
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
画
題
と
な
っ
て
い
る
石
膏

像
は
実
物
で
は
な
く
、
写
真
も
し
く
は
臨
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
石
膏
像
は
工
部
美
術
学
校
廃
校
後
、
備
品
を
引
き
継
い
だ
工
科
大

学
造
家
学
科
に
お
い
て
も
教
材
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
臨
本
も
同
様

に
教
材
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

図 	2
　「ヰ143　小児ノ頭」

図	１　大沢三之助
　「石膏デッサン」
　（西洋画 834）　
東京藝術大学所蔵
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図 	3　大沢三之助
　「石膏デッサン」
　（西洋画 840）
東京藝術大学所蔵

図 4　「（無題）」図 	6		–1
　	「ヰ 102　ベストカ
プア」正面

図 	6–2
　	「ヰ 102　ベストカ
プア」背面

図 	5	　大沢三之助
　「石膏デッサン」
　（西洋画 842）　
東京藝術大学所蔵

図 	7　工部美術学校生徒
　「トルソー」
　（西洋画 534）
東京藝術大学所蔵

図 	8　塚本靖「石膏デッサン」
　（西洋画 831）
　東京藝術大学所蔵

図 	9　曽山幸彦「ディオニソス」
　（西洋画 506）
　東京藝術大学所蔵

表１ 東京藝術大学所蔵工科大学造家学科生徒デッサン

作者 作品名 所属 製作年月日 卒業年 学年 自在画講師 所蔵品番号 目録年
塚本靖 石膏デッサン 工科大学造家学科 記載なし 明治 26 年 西洋画 827 明治 30 年買入
塚本靖 石膏デッサン 工科大学造家学科 記載なし 明治 26 年 西洋画 828 明治 30 年買入
塚本靖 石膏デッサン 工科大学造家学科 M24/6/29 明治 26 年 1 年 曽山幸彦 西洋画 829 明治 30 年買入
塚本靖 石膏デッサン 工科大学造家学科 M24/3/2 明治 26 年 1 年 曽山幸彦 西洋画 830 明治 30 年買入
塚本靖 石膏デッサン 工科大学造家学科 M24/11/18 か 明治 26 年 1 年 曽山幸彦 西洋画 831 明治 30 年買入
塚本靖 石膏デッサン 工科大学造家学科 記載なし 明治 26 年 西洋画 832 明治 30 年買入
塚本靖 石膏デッサン 工科大学造家学科 M24/9/30 明治 26 年 2 年 曽山幸彦 西洋画 833 明治 30 年買入
大沢三之助 石膏デッサン 工科大学造家学科 M25/9/30 明治 27 年 2 年 松岡 壽 西洋画 834 明治 30 年買入
大沢三之助 石膏デッサン 工科大学造家学科 M25/2/15 明治 27 年 1 年 松岡 壽 西洋画 835 明治 30 年買入
大沢三之助 石膏デッサン 工科大学造家学科 M25/2/26 明治 27 年 1 年 松岡 壽 西洋画 836 明治 30 年買入
大沢三之助 石膏デッサン 工科大学造家学科 M24/12/24 明治 27 年 1 年 曽山幸彦 西洋画 837 明治 30 年買入
大沢三之助 石膏デッサン 工科大学造家学科 M25/5/15 明治 27 年 1 年 松岡 壽 西洋画 838 明治 30 年買入
大沢三之助 石膏デッサン 工科大学造家学科 M24/10/18 明治 27 年 1 年 曽山幸彦 西洋画 839 明治 30 年買入
大沢三之助 石膏デッサン 工科大学造家学科 M27/2 明治 27 年 3 年 松岡 壽 西洋画 840 明治 30 年買入
大沢三之助 石膏デッサン 工科大学造家学科 M25/4/29 明治 27 年 1 年 松岡 壽 西洋画 841 明治 30 年買入
大沢三之助 石膏デッサン 工科大学造家学科 記載なし 明治 27 年 西洋画 842 明治 30 年買入
野口孫市 石膏デッサン 工科大学造家学科 記載なし 明治 27 年 西洋画 843 明治 30 年買入
野口孫市 石膏デッサン 工科大学造家学科 記載なし 明治 27 年 西洋画 844 明治 30 年買入
野口孫市 石膏デッサン 工科大学造家学科 記載なし 明治 27 年 西洋画 845 明治 30 年買入
不明 石膏デッサン 不明 記載なし 西洋画 846 明治 30 年買入

「所蔵品番号」は東京藝術大学大学美術館所蔵品番号を示す。
「西洋画 846」は作者不明であるが、塚本靖、大沢三之助、野口孫市の石膏デッサンと同時期に買入られたことから、工
科大学造家学科生徒のデッサンである可能性が高いため、表に含めた。



七
四

（
三
）
曽
山
幸
彦
の
画
塾　

大
幸
館

さ
ら
に
東
京
藝
術
大
学
の
所
蔵
資
料
に
目
を
戻
す
と
、
工
部
美
術
学
校
生
徒

に
よ
る
「
小
児
頭
部
」（
西
洋
画
526
、
明
治
一
四
年
）
と
高
木
背
水
の
「
小
児

頭
部
」（
西
洋
画
555
、
明
治
二
七
年
）、
前
者
の
「
修
道
女
」（
西
洋
画
529
、
明

治
一
四
年
）
と
高
木
の
「
修
道
女
」（
西
洋
画
552
、
明
治
二
七
年
）、「
男
裸
体
」

（
西
洋
画
533
、
年
代
不
明
）
と
高
木
の
「
男
裸
体
」（
西
洋
画
551
、
明
治
二
七
年
）

は
ど
れ
も
同
じ
手
本
を
も
と
に
描
か
れ
た
デ
ッ
サ
ン
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に

高
い
。
工
部
美
術
学
校
廃
校
後
、
曽
山
は
工
部
大
学
校
、
工
科
大
学
造
家
学
科

に
、
急
逝
す
る
明
治
二
五
年
ま
で
勤
め
上
げ
る
一
方
、
自
ら
が
明
治
一
七
年
に

設
立
し
た
美
術
学
校
に
旧
工
部
美
術
学
校
の
備
品
を
借
り
出
し
、
教
材
と
し
て

い
た
三
二

。
曽
山
（
大
野
）
の
没
後
、
門
下
生
は
同
じ
く
工
部
美
術
学
校
出
身
の

堀
江
正
章
を
講
師
に
招
き
、
大
幸
館
と
改
称
し
、
塾
は
存
続
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
が
、
高
木
背
水
が
入
門
を
許
可
さ
れ
た
の
は
曽
山
（
大
野
）
の
没
後
で
あ
っ

た
と
い
う
。
高
木
の
デ
ッ
サ
ン
は
ど
れ
も
明
治
二
七
年
の
作
で
あ
り
、
こ
の
大

幸
館
で
の
習
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
曽
山
の
開
設
し
た
塾
は
工
部
美
術
学

校
で
の
教
育
内
容
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
お
り
三
三

、
そ
の
後
継
で
あ
る
大
幸

館
で
も
同
様
の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
挙
げ
た
工
部
美
術
学
校
生
徒

の
デ
ッ
サ
ン
は
、
高
木
自
身
の
デ
ッ
サ
ン
と
と
も
に
東
京
藝
術
大
学
へ
と
納
め

ら
れ
た
経
緯
を
考
え
る
と
、
高
木
の
デ
ッ
サ
ン
は
曽
山
の
時
代
に
貸
与
さ
れ
た

工
部
美
術
学
校
生
徒
の
そ
れ
が
塾
で
の
手
本
（
教
材
）
と
な
り
、
そ
れ
を
も
と

に
製
作
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

建
築
学
専
攻
に
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
石
膏
像
や
臨
本
は
部
分
的
に
せ
よ
確
認

さ
れ
て
い
る
が
、
工
部
美
術
学
校
生
徒
の
習
作
と
思
わ
れ
る
デ
ッ
サ
ン
は
一
枚

も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
結
果
と
し
て
、
工
部
美
術
学
校
を
直
接
引
き
継
い
で

い
な
い
美
校
に
、
さ
ら
に
後
継
学
校
で
あ
る
東
京
藝
術
大
学
へ
と
多
数
引
き
継

が
れ
て
い
る
こ
と
は
三
四

、
工
学
教
育
機
関
で
あ
る
工
科
大
学
と
美
術
教
育
機
関

で
あ
る
美
校
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
当
然
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

五
、
そ
の
後
の
行
方
と
現
存
史
料
の
紹
介

前
稿
で
紹
介
し
た
石
膏
像
、
寒
水
石
彫
刻
は
明
治
四
五
年
に
学
内
他
部
局
へ

の
移
管
、
廃
棄
と
物
品
整
理
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
今
回
紹
介
す
る
項
目
に
は

昭
和
一
〇
年
と
四
五
年
の
二
期
の
移
動
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
昭
和
一
〇
年

三
月
一
一
日
付
で
油
絵
標
本
五
点
が
本
部
へ
移
管
さ
れ
る
。
こ
れ
は
石
膏
像
や

寒
水
石
彫
刻
同
様
、
調
度
品
と
し
て
の
移
管
措
置
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
に
移

管
が
行
わ
れ
た
可
能
性
と
し
て
、
大
正
一
二
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
る
校
舎
再

建
が
考
え
ら
れ
る
。
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
医
科
学
教
室
（
現
総
合
図
書
館
敷

地
）
よ
り
上
が
っ
た
火
の
手
は
、
北
へ
と
炎
を
進
め
、
法
学
部
八
角
講
堂
（
現

法
文
一
号
館
敷
地
）
ま
で
焼
き
尽
く
し
た
。
工
学
部
敷
地
に
は
火
の
手
が
及
ぶ

こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
当
時
建
築
学
科
が
位
置
し
た
辰
野
金
吾
設
計
の
工
学
部

（
工
科
大
学
）
本
館
は
、
こ
の
震
災
で
使
用
不
能
と
な
る
。
現
在
建
築
学
専
攻

の
あ
る
工
学
部
一
号
館
は
、
工
学
部
（
工
科
大
学
）
本
館
の
敷
地
に
、
当
時
の

教
授
で
あ
っ
た
内
田
祥
三
設
計
の
も
と
、
昭
和
四
年
着
工
、
一
〇
年
に
竣
工
し

て
い
る
。
震
災
に
よ
る
被
災
は
免
れ
た
が
、
建
て
替
え
が
必
要
と
な
っ
た
工
学

部
は
、
建
築
学
科
を
一
時
期
、
南
側
に
位
置
す
る
列
品
館
な
ど
に
移
転
し
た
。

こ
の
建
て
替
え
に
伴
う
引
っ
越
し
の
過
程
で
移
管
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
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る
。こ

の
移
管
さ
れ
た
油
彩
画
五
点
の
う
ち
、「
ク
6
芝
文
照
院
表
門
ノ
図
」
が

高
額
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
油
彩
画
が
サ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
の

「
芝
徳
川
家
霊
廟
前
の
図
」で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。サ
ン
・

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
は
明
治
一
四
年
三
月
に
上
野
の
現
東
京
国
立
博
物
館
の
敷
地
で

開
催
さ
れ
た
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
「
工
部
卿
山
尾
庸
三
像
」「
夫
人
三

絃
弾
奏
図
」
と
と
も
に
「
芝
徳
川
家
霊
廟
前
の
図
」
を
出
品
し
て
い
た
三
五

。
同

展
覧
会
に
は
ラ
グ
ー
ザ
の
「
日
本
婦
人
」
像
の
ほ
か
、
藤
雅
三
、
曽
山
幸
彦
、

松
室
重
剛
三
人
に
よ
る
「
弓
術
ノ
図
」
三
点
を
は
じ
め
美
術
学
校
生
徒
作
品
が

出
品
さ
れ
て
い
る
三
六

。
こ
の
う
ち
、
曽
山
に
よ
る
「
弓
術
ノ
図
」
が
建
築
学
専

攻
に
現
存
し
て
い
る
こ
と
、
同
じ
く
専
攻
所
蔵
の
ラ
グ
ー
ザ
「
欧
州
婦
人
半
身

浮
彫
額
」
が
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
作
品
と
思
わ
れ
る
こ
と
三
七

、
旧
備

品
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
工
部
美
術
学
校
教
師
の
作
品
に
は
高
額
な
価
格
が

付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
三
八

か
ら
、
サ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
の
油
彩

画
が
工
科
大
学
へ
と
引
き
継
が
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
油
画
標
本
「
ク
2
上
野
不
忍
ノ
池
ノ
図
」、
自
在
画
額
面
類
標
本
「
コ

1
ポ
ン
タ
ネ
ー
ジ
氏
風
景
自
在
画
」「
コ
2
ポ
ン
タ
ネ
ー
ジ
氏
風
景
自
在
画
」、

画
手
本
標
本
「
ミ
10
フ
ォ
ン
タ
ネ
ジ
ー
氏
鉛
筆
画
手
本
」
の
四
点
は
昭
和
四
五

年
四
月
九
日
と
一
二
月
二
七
日
に
東
京
国
立
博
物
館
へ
移
管
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
資
料
は
隈
元
謙
次
郎
氏
に
よ
り
既
に
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
の
作
品
と
し
て

紹
介
が
さ
れ
て
い
た
三
九

。そ
の
経
緯
も
踏
ま
え
、学
科
で
の
維
持
に
限
界
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
建
築
学
科
教
授
に
よ
り
移
管
手
続
が
進
め
ら
れ
た
と
い

う
。
な
お
、
こ
の
際
に
移
管
さ
れ
た
鉛
筆
画
手
本
に
は
、
先
に
挙
げ
た
工
部
美

術
学
校
生
徒
の
手
本
で
あ
っ
た
素
描
が
含
ま
れ
て
い
る
。（
表
2
）

最
後
に
、
現
在
建
築
学
専
攻
で
所
蔵
が
確
認
さ
れ
て
い
る
絵
画
を
い
く
つ
か

紹
介
し
た
い
。
油
彩
画
「
ク
4
西
本
願
寺
飛
雲
閣
ノ
図
」
は
現
存
す
る
が
、
銘

記
が
な
い
た
め
作
者
、
作
成
年
は
不
明
で
あ
る
。（
図
10
）
自
在
画
額
面
標
本

の
「
コ
3
風
景
自
在
画
」
お
よ
び
「
コ
4
風
景
自
在
画
」
に
該
当
す
る
風
景
画

も
、
と
も
に
現
存
す
る
。
こ
の
二
点
は
旧
備
品
台
帳
に
「
コ
1
」「
コ
2
」
同

様
、
後
年
、
結
末
・
備
考
欄
に
「45.4.9.�

国
立
博
物
館
に
保
管
転
換
」
と
書
き

加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
も
建
築
学
専
攻
で
所
蔵
す
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く

は
間
違
い
で
あ
ろ
う
。「
コ
5
人
物
自
在
画
」
は
先
に
挙
げ
た
曽
山
幸
彦
の
「
弓

術
ノ
図
」
を
指
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
約
二
〇
年
前
に
修
復
を

行
い
そ
の
際
額
装
を
改
め
た
た
め
、
備
品
番
号
等
の
記
載
は
見
当
た
ら
ず
、
現

時
点
で
は
比
定
は
難
し
い
。（
図
11
）
ま
た
、「
コ
7
梅
ノ
図
額
面
」
は
工
部
大

学
校
造
家
学
科
教
師
で
あ
っ
た
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
の
作
で
あ
る
と
伝
え

ら
れ
る
。

図 10　「西本願寺飛雲閣ノ図」

　　　	図 11　曽山幸彦「弓術ノ図」



七
六

六
、
お
わ
り
に

前
稿
に
引
き
続
き
、
旧
備
品
台
帳
に
記
載
の
あ
る
項
目
の
う
ち
、
旧
工
部
美

術
学
校
所
蔵
品
が
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
項
目
を
紹
介
し
た
。
現
存
遺
構
の

調
査
が
十
分
で
は
な
い
た
め
断
言
は
で
き
な
い
が
、
旧
備
品
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
石
膏
像
、
画
手
本
と
も
に
、
明
ら
か
に
旧
工
部
美
術
学
校
の
備
品
が
含

ま
れ
て
お
り
、
工
部
美
術
学
校
廃
校
後
も
工
科
大
学
造
家
学
科
（
建
築
学
科
）

の
備
品
で
あ
り
、
あ
る
時
期
ま
で
教
材
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
事
実
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。一
方
、平
成
二
二
年
三
月
に
は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
ラ
グ
ー

ザ
関
連
資
料
が
紹
介
さ
れ
た
四
〇

。
博
物
館
の
旧
台
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
石
膏
像

の
ほ
か
、
ラ
グ
ー
ザ
が
寄
贈
し
た
複
製
銅
版
画
、
石
版
画
と
、
建
築
学
専
攻
の

旧
備
品
台
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
石
膏
像
や
臨
本
と
の
関
係
は
、
ど
う
位
置
付
け

ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
双
方
の
旧
台
帳
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
で
、
今
後

の
検
討
の
可
能
性
が
大
き
く
広
が
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

近
年
、
今
回
紹
介
し
た
項
目
に
該
当
す
る
い
く
つ
か
の
標
本
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
今
後
調
査
を
進
め
て
ゆ
く
上
で
、
具
体
的
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き

た
い
。

一�

拙
稿
「
工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
所
蔵
旧
備
品
台
帳
（
一
）
旧
工
部
美

術
学
校
資
料
」『
東
京
大
学
史
紀
要
』
第
二
八
号
、
平
成
二
二
年

二�
米
国
留
学
後
の
明
治
一
八
年
に
写
真
館
「
玉
潤
館
」
を
開
設
す
る
。
二
一

年
の
畿
内
宝
物
調
査
を
は
じ
め
、
全
国
の
宝
物
調
査
に
参
加
す
る
一
方
、
二
二

年
に
は
『
國
華
』
創
刊
に
も
関
わ
る
。
四
三
年
に
は
写
真
家
と
し
て
初
め
て
帝

室
技
芸
員
と
な
る
。（
一
八
六
〇
～
一
九
二
九
）

表２ 建築学科より東京国立博物館へ移管されたフォンタネージ作品

作品名 サイズ（cm） 旧備品台帳 隈元本図番号 列品番号 備考
不忍池 51.5 × 73.4 油絵 ク 2 三 A-11687 中央下部にサイン
風景 85.5 × 108.5 木炭

コ 1/ コ 2
六 A-11685 右下にサイン、年号

夕陽（不忍池） 85.0 × 108.0 木炭 七 A-11686
風景 12.6 × 23.1 素描 ミ 10 一一

A-11688

左下にサイン
風景 15.3 × 20.4 素描 ミ 10 一二 左下にサイン
耕作図 14.6 × 24.0 素描 ミ 10 一三 左下にサイン
風景 15.7 × 18.6 素描 ミ 10 一四 左下にサイン
風景 14.3 × 20.6 素描 ミ 10 一五 左下にサイン
羅馬水道趾 12.8 × 24.0 素描 ミ 10 一七 右上隅にサイン
廃趾 13.1 × 20.0 素描 ミ 10 一八 左下にサイン
瀧図 14.9 × 22.0 素描 ミ 10 一九 左下にサイン
水辺風景 13.1 × 18.6 素描 ミ 10 二〇
風景 13.3 × 19.8 素描 ミ 10 二一
牧人 14.2 × 24.0 素描 ミ 10 二二
山湖遠望 11.9 × 19.6 素描 ミ 10 二三
湖辺風景 12.7 × 19.3 素描 ミ 10 二四
風景 17.2 × 11.5 素描 ミ 10 二五
吹笛 19.3 × 14.0 素描 ミ 10 二六 左下にサイン
風景 20.0 × 12.6 素描 ミ 10 二七
山路 19.6 × 12.8 素描 ミ 10 二八 左隅にサイン
建築内部 28.9 × 22.0 素描 ミ 10 二九
湖畔 17.6 × 11.4 素描 ミ 10 三〇

� 「隈元本図番号」は、隈元謙次郎『明治前期来朝伊太利亜美術家の研究』の図版番号を示す。
� 「列品番号」は東京国立博物館列品番号を示す。



七
七

工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
所
蔵　

旧
備
品
台
帳
（
二
）　

旧
工
部
美
術
学
校
所
蔵
資
料

三�

日
清
戦
争
後
、
中
国
清
朝
末
期
に
お
き
た
反
キ
リ
ス
ト
教
的
排
外
運
動
。

四�
明
治
二
五
年
帝
国
大
学
工
科
大
学
造
家
学
科
卒
業
後
、
大
学
院
へ
進
学
。

三
〇
年
一
月
同
校
講
師
と
な
る
が
、
三
一
年
六
月
に
解
任
。
七
月
よ
り
造
神
宮

技
師
兼
内
務
技
師
と
な
り
、
三
二
年
七
月
よ
り
同
校
助
教
授
を
兼
任
、
三
八
年

教
授
と
な
る
。
同
校
定
年
退
官
後
、
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
研
究
員
な
ど

を
務
め
る
。（
一
八
六
七
～
一
九
五
四
）

五�

明
治
三
三
年
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
建
築
学
科
卒
業
後
、
大
学
院
進

学
。
奈
良
県
技
師
、
国
宝
保
存
会
委
員
、
名
古
屋
高
等
工
業
学
校
教
授
、
校
長

を
歴
任
。（
一
八
七
五
～
一
九
四
六
）

六�

明
治
三
〇
年
帝
国
大
学
工
科
大
学
造
家
学
科
卒
業
後
、
大
学
院
へ
進
学
。

三
二
年
同
校
助
教
授
を
経
て
、
欧
州
留
学
後
の
三
六
年
京
都
高
等
工
芸
学
校
教

授
と
な
る
。名
古
屋
工
業
大
学
校
長
、京
都
帝
国
大
学
教
授
を
歴
任
。（
一
八
七
二

～
一
九
三
八
）

七�

奥
山
恒
五
郎
「
北
京
紫
禁
城
の
装
飾
に
就
て
（
承
前
）」『
建
築
雑
誌
』

一
八
二
、
明
治
三
五
年
二
月

八�

関
紀
子
「
北
京
城
写
真
受
け
入
れ
の
経
緯
に
つ
い
て
」『
紫
禁
城
写
真
展
』

平
成
二
〇
年
、
東
京
都
写
真
美
術
館

九�

三
井
圭
司
「『
清
国
北
京
城
写
真
帖
』
に
つ
い
て
」『
紫
禁
城
写
真
展
』
平

成
二
〇
年
、
東
京
都
写
真
美
術
館

一
〇　

岡
塚
章
子
「
建
築
の
記
憶
」『
建
築
の
記
憶
』
平
成
二
〇
年
、
東
京
都
庭

園
美
術
館

一
一　

前
掲
注
九

一
二　
「
國
華
」『
國
華
』
第
一
号
、
明
治
二
二
年
、
國
華
社

一
三　
「
美
術
品
の
模
造
」『
國
華
』
一
九
三
号
、
明
治
三
九
年
、
國
華
社
。
瀧
精

一
と
美
術
教
育
の
関
係
は
、
増
記
隆
介
「「
複
製
画
」
と
美
術
教
育
」『
東
京
大

学
創
立
百
二
十
周
年
記
念
東
京
大
学
展　

学
問
の
過
去
・
現
在
・
未
来　

第
一

部
学
問
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー
』
平
成
九
年
、
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
に
詳

し
い
。

一
四　

拙
稿
「
教
育
か
ら
読
み
解
く
工
学
・
建
築
・
美
術
認
識
」『
関
野
貞
ア
ジ

ア
踏
査
』
平
成
一
七
年
、
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
／
東
京
大
学
出
版
会

一
五　

国
立
公
文
書
館
所
蔵

一
六　
『
工
部
美
術
学
校
旧
蔵
図
書
仮
目
録
』、『
東
京
大
学
工
学
部
建
築
学
科
蔵

工
部
美
術
学
校
旧
蔵
資
料
』
昭
和
六
一
年
、
明
治
美
術
研
究
学
会

一
七　

佐
野
昭
「
旧
工
部
美
術
学
校
の
彫
刻
部
」『
明
治
洋
画
史
料　

懐
想
編
』

昭
和
六
〇
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版

一
八　
『
東
京
大
学
法
理
文
三
学
科
一
覧
』、『
東
京
大
学
予
備
門
一
覧　

自
明
治

一
五
年
至
一
六
年
』、
金
子
一
夫
『
近
代
日
本
美
術
教
育
の
研
究　

明
治
時
代
』

平
成
四
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版

一
九　
『
図
る
人
・
描
く
人
』
平
成
一
九
年
、東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
・

教
養
学
部
駒
場
博
物
館

二
〇　
『
東
京
国
立
博
物
館
紀
要
』
第
四
五
号
、
平
成
二
二
年

二
一　

金
子
一
夫
「
工
部
美
術
学
校
に
お
け
る
絵
画
・
彫
刻
教
育
」『
近
代
日
本

美
術
教
育
の
研
究　

明
治
・
大
正
時
代
』
平
成
一
一
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版

二
二　

福
田
徳
樹
「
習
画
期
作
品
の
性
格
」『
工
部
美
術
学
校
生
徒
習
画
作
品
展
』

昭
和
六
〇
年
、
東
京
藝
術
大
学
藝
術
資
料
館

二
三　

明
治
二
七
年
帝
国
大
学
工
科
大
学
造
家
学
科
卒
業
後
、
大
学
院
へ
進
学
。



七
八

同
校
講
師
の
ほ
か
、東
京
美
術
学
校
講
師
を
務
め
る
。
明
治
四
〇
年
～
四
三
年
、

文
部
省
の
命
に
よ
り
欧
州
留
学
。（
一
八
六
七
～
一
九
四
五
）

二
四　

明
治
九
年
工
部
美
術
学
校
彫
刻
科
入
学
、
明
治
一
三
年
に
は
助
手
を
任
命

さ
れ
る
。
工
部
美
術
学
校
廃
校
後
も
生
涯
肖
像
彫
刻
、
記
念
碑
の
制
作
を
続
け

る
。（
一
八
五
六
～
一
九
三
四
）

二
五　

前
掲
注
二
一

二
六　

明
治
二
六
年
帝
国
大
学
工
科
大
学
造
家
学
科
卒
業
。
東
京
美
術
学
校
講
師

を
経
て
工
科
大
学
造
家
（
建
築
）
学
科
助
教
授
、
教
授
を
歴
任
。
帝
国
芸
術
院

会
員
。（
一
八
六
九
～
一
九
三
七
）

二
七　

明
治
二
七
年
帝
国
大
学
工
科
大
学
造
家
学
科
卒
業
後
、
大
学
院
へ
進
学
。

卒
業
後
逓
信
技
師
を
経
て
、
住
友
家
（
住
友
本
店
）
建
築
技
師
を
務
め
る
。
代

表
作
は
、
中
之
島
図
書
館
。（
一
八
六
九
～
一
九
一
五
）

二
八　

大
西
純
子
「
関
野
貞
と
東
京
美
術
学
校
」『
関
野
貞
ア
ジ
ア
踏
査
』
平
成

一
七
年
、
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
／
東
京
大
学
出
版
会
論
文
、『
東
京
美

術
学
校
一
覧
』、『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史　

東
京
美
術
学
校
篇
第
一
巻
』
昭
和

六
二
年
、
東
京
藝
術
大
学

二
九　

前
掲
注
二
八
大
西
論
文
、
前
掲
注
一
四

三
〇　
『
東
京
美
術
学
校
一
覧
』

三
一　

清
水
重
敦
「
建
築
写
真
と
明
治
の
教
育　

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究

科
建
築
学
専
攻
所
蔵
古
写
真
解
題
」『
東
京
大
学
創
立
百
二
十
周
年
記
念
東
京

大
学
展　

学
問
の
過
去
・
現
在
・
未
来　

第
一
部
学
問
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー
』

平
成
九
年
、
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

三
二　

堀
江
正
章
「
明
治
時
代
の
西
洋
画
」、高
木
背
水
「
大
野
幸
彦
と
堀
江
正
章
」

『
明
治
洋
画
史
料　

懐
想
編
』
昭
和
六
〇
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版

三
三　

前
掲
注
三
二

三
四　

村
田
哲
朗
「
藝
術
資
料
館
蔵
・
工
部
美
術
学
校
生
徒
作
品
の
蒐
集
経
緯
に

つ
い
て
」『
工
部
美
術
学
校
生
徒
習
画
作
品
展
』
昭
和
六
〇
年
、
東
京
藝
術
大

学
藝
術
資
料
館

三
五　

隈
元
謙
次
郎
『
明
治
初
期
来
朝
伊
太
利
亜
美
術
家
の
研
究
』
昭
和
一
五
年
、

三
省
堂
（
昭
和
五
三
年
八
潮
書
店
よ
り
復
刻
）。「
芝
徳
川
家
霊
廟
前
の
図
」
は

会
期
後
半
に
未
完
成
の
ま
ま
出
陳
さ
れ
た
と
い
う
。

三
六　
『
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録
』
明
治
一
四
年�

第
二
回
（
明
治
一
四
年
開
催
）
内
国
勧
業
博
覧
会

第
三
区

第
壱
類
「
シ
セ
ロ
ン
半
身
像
（
大
理
石
）」「
八
角
形
花
瓶
（
大
理
石
）」「
手
水

鉢
（
大
理
石
）」「
欧
州
小
童
半
身
浮
彫
（
大
理
石
）」「
リ
ー
ズ
氏
半
身
浮
彫
（
大

理
石
）」「
欧
州
婦
人
半
身
浮
彫
（
大
理
石
）」「「
エ
ル
キ
エ
ル
」
ノ
足
（
大
理

石
）」「「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
」
ノ
頭
（
大
理
石
）」「
カ
ノ
ツ
ノ
足
」「
欧
州
婦
人
半
身

像
（
大
理
石
）」「
円
形
花
瓶
（
石
膏
）」「
ベ
ニ
ユ
ス
ト
ハ
チ
カ
ン
半
身
像
（
石

膏
）」「
千
五
百
年
代
パ
ン
ノ
ウ
（
石
膏
）」「
ア
リ
ア
ン
ス
半
身
（
石
膏
）」「
小

児
ノ
像
（
石
膏
）」「
天
井
円
飾
（
石
膏
）」「
ベ
ニ
ユ
ス
ト
メ
シ
メ
浮
彫
（
石
膏
）」

「
人
物
浮
彫
（
石
膏
）」「
ベ
ニ
ビ
エ
ル
氏
半
身
浮
彫
（
石
膏
）」

第
三
類
「
人
物
画
（
油
画
）」「
風
景
画
（
油
画
）」「
人
物
赤
裸
画
（
コ
ン
テ
）」

「
人
物
画
（
コ
ン
テ
）」「
風
景
画
（
鉛
筆
）」「
上
野
博
物
館
遠
景
之
図
」

　

な
お
「
日
本
婦
人
」
は
こ
の
出
品
目
録
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

必
ず
し
も
こ
の
目
録
は
出
品
物
が
す
べ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。



七
九

工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
所
蔵　

旧
備
品
台
帳
（
二
）　

旧
工
部
美
術
学
校
所
蔵
資
料

三
七　
『
大
見
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三
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氏
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〇

　

東
京
藝
術
大
学
所
蔵
資
料
調
査
に
あ
た
り
、同
大
学
美
術
館
古
田
亮
准
教
授
、

芹
生
春
菜
助
教
、
吉
田
朝
子
研
究
員
に
協
力
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
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た

し
ま
す
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科 

建
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学
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攻
）
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表３ ミ印 画手本標本
年 月 日 納 人 番 号 品   目 員 数 価 格 結末・備考 追 記

明治 22 年 4 月 1 日 ミ 1 泰西各派臨本 65 13.270�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 2 模型臨本 80 11.790�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 3 飾画手本 150 32.900�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 4 動物画手本（上） 20 29.000�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 5 動物画手本（下） 50 28.206�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 6 大成風景臨本 100 48.465�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 7 鉛筆画風景臨本 88 17.007�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 8 風俗画手本 59 28.575�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 9 裸体臨本 24 9.293�

明治 22 年 4 月 1 日 ミ 10 フォンタネジー氏鉛筆画手本 19 5.204�昭和 45 年 12 月 27 日東博へ保管転換 二重線

明治 22 年 4 月 1 日 ミ 11 名家画稿写真 157 67.206�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 12 デュコレー氏画手本 27 8.141�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 13 中学校用画手本初歩 13 4.319�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 14 古大家粉本 24 7.914�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 15 画手本雑集 6 0.940�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 16 木炭画風景臨本 44 13.552�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 17 飾画手本 10 4.005�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 18 風俗写真 30 9.680�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 19 解剖図 2冊��76 4.520�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 20 同解 2 2.900�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 21 建築物写真 303 129.900�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 22 レネイサンス式建築装飾写真 150 70.030�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 23 写真雑集 28 12.000�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 24 写真帖 9 55.000�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 25 遠近法図 129 2.322�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 26 石版摺図面 20 0.100�
明治 22 年 4 月 1 日 ミ 27 解剖書 1 2.900�
明治 25 年 2 月 3 日 ミ 28 解剖書図解 21 1.000�
明治 25 年 2 月 3 日 ミ 29 解剖書 1 0.500�
明治 25 年 2 月 3 日 ミ 30 解剖書図解 1 2.500�
明治 25 年 2 月 3 日 ミ 31 クラシック式建築装飾 29 5.800�

1660

記述がある欄のみ書き出した。
各品目に後年書き加えられた印および線は右欄に追記として記した。
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表４ シ印 芸術参考標本
年 月 日 納 人 番 号 品   目 員 数 価 格 結末・備考 追 記

明治 22 年 4 月 1 日 シ 1 ビンチェンツヲカムチーニ氏採集
レネイサンス式建築装飾総集 100 58.000�

明治 22 年 4 月 1 日 シ 2 古代彫刻物画手本 36 12.700�
明治 22 年 4 月 1 日 シ 3 草木画手本 12 8.880�
明治 22 年 4 月 1 日 シ 4 ラフワエルロ模本 30 13.320�
明治 22 年 4 月 1 日 シ 5 バチカン装飾図 14 6.355�
明治 22 年 4 月 1 日 シ 6 バチカン装飾画 18 5.345�
明治 22 年 4 月 1 日 シ 7 クラシック式建築装飾細部 24 13.460�
明治 22 年 4 月 1 日 シ 8 解剖図 38 4.840�
明治 22 年 4 月 1 日 シ 9 解剖図解 1 1.450�

明治 22 年 4 月 1 日 シ 10 ラフワエルロ及グヰドーレニ宗教
画写真 16 5.236�

明治 22 年 4 月 1 日 シ 11 飾壺写真 30 4.520�
明治 22 年 4 月 1 日 シ 12 草木写真 28 13.000�
明治 22 年 4 月 1 日 シ 13 建築物内外装飾写真 51 19.547�
明治 22 年 4 月 1 日 シ 14 石膏製彫刻物写真 65 24.350�
明治 22 年 11 月 18 日 シ 15 室内装飾図 26 19.890�
明治 26 年 2 月 1 日 シ 16 茶席起絵図 1 6.800�
明治 26 年 2 月 1 日 シ 17 茶席起絵図 1 6.800�
明治 27 年 2 月 13 日 シ 18 ヲイ形蟇股彫物図 1 2.200� ○
明治 27 年 6 月 8 日 シ 19 建物写真帖 1冊 3.450� ○

明治 28 年 11 月 19 日 シ 20 奈良地方各寺院建物及宝物写真 1組大判17
小判 156 10.350�

明治 30 年 6 月 25 日 シ 21 工科大学写真 1組 8枚 見積 1.440
明治 30 年 11 月 17 日 シ 22 奈良地方諸寺院建物及宝物写真 1組 42 枚 4.830�

明治 32 年 4 月 29 日 シ 23 奈良及京都地方神社仏閣建物及宝
物写真 1組 44 枚 6.600�

明治 33 年 1 月 24 日 シ 24 古代彫刻物写真 102 枚 33.985�
明治 33 年 1 月 24 日 シ 25 画手本参考用写真 71 枚 26.824�
明治 33 年 1 月 24 日 シ 26 近世油画写真 19 枚 6.241�

明治 33 年 4 月 30 日 シ 27 奈良及京都地方神社仏閣建物及宝
物写真 1組 82 枚 13.530�

明治 33 年 12 月 15 日 シ 28 奈良及京都地方神社仏閣建物及宝
物写真 1組 46 枚 7.360�

明治 34 年��月��日 シ 29 奈良及京都地方神社仏閣建物及宝
物写真 1組 56 枚 8.848�合冊 ○

明治 35 年 2 月 19 日 シ 30 奈良及京都地方神社仏閣建物及宝
物写真 1組 31 枚 4.898�合冊

明治 35 年 5 月 24 日 シ 31 宝物写真 1組 2冊 26.480� ○

明治 35 年 11 月 28 日 シ 32 奈良及京都地方神社仏閣建物及宝
物写真 1組 41 枚 6.150� ○

明治 36 年 12 月 9 日 シ 33 古代建築絵画及彫刻帖 1冊 49 枚 9.200� ○
明治 37 年 12 月 7 日 シ 34 日本古代美術写真帖 1冊 93 枚 15.950�
明治 38 年 6 月 6 日 シ 35 北京城内写真（金印） 16冊352枚 550.000�小川一真寄贈 ○
明治 38 年 6 月 6 日 シ 36 北京城内写真（銀印） 1組 83 枚 54.800�小川一真寄贈
明治 38 年 11 月 22 日 シ 37 日本古代美術写真帖 1冊 63 枚 11.800�
明治 40 年 3 月 5 日 吉川書店 シ 38 鑑賞録 1冊 10.000�
明治 40 年 3 月 5 日 真美書院 シ 39 浮世画派画集（第一巻、第二巻） 2冊 100.000� ○
明治 40 年 3 月 5 日 真美書院 シ 40 光琳画集 5冊 90.000� ○
明治 40 年 3 月 5 日 真美書院 シ 41 元信画集 2冊 20.000� ○
明治 40 年 4 月 17 日 宮内幸太郎 シ 42-80 室内装飾写真 39 枚 45.240�
明治 40 年 5 月 24 日 真美書院 シ 81 元信画集 1冊 10.000� ○
明治 40 年 6 月 24 日 真美書院 シ 82 支那名画集 2冊 50.000� ○
明治 40 年 8 月 28 日 真美書院 シ 83 浮世絵流画集（第四巻） 1冊 50.000�
明治 40 年 9 月 16 日 佐藤正三 シ 84 日本古代美術写真帖 1冊 9.380� ○
明治 40 年 10 月 21 日 真美書院 シ 85 六波羅行幸絵巻 1巻 1冊 6.500� ○

770�1905

明治 41 年 3 月 4 日 審美書院 シ 86 浮世絵画集（第五巻） 1冊 50.000�
明治 41 年 3 月 4 日 審美書院 シ 87 雪舟山水絵巻 1巻 21.800�
明治 41 年 3 月 4 日 審美書院 シ 88 東瀛珠光第一冊 1冊 19.000�
明治 41 年 4 月 14 日 審美書院 シ 89 東瀛珠光第二冊 1冊 19.000�
明治 41 年 4 月 14 日 審美書院 シ 90 浮世絵画集三巻 1冊 50.000�

775�1910

明治 41 年 12 月 1 日 審美書院 シ 91 鳥羽僧正絵巻一巻 1 23.000� ○
明治 41 年 12 月 10 日 審美書院 シ 92 東瀛珠光第三巻 1 19.000�
明治 42 年 3 月 28 日 審美書院 シ 93 東瀛珠光第四巻 1 19.000�
明治 42 年 5 月 12 日 審美書院 シ 94 東瀛珠光第五巻 1 19.000�
明治 42 年 6 月 29 日 審美書院 シ 95 雪舟画集 1 25.000� ○

780��1915
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明治 43 年 2 月 21 日 シ 96 東瀛珠光第六巻 1 21.000�
明治 43 年 4 月 18 日 シ 97 雪舟画集笔輯 1 20.000� ○
明治 43 年 4 月 18 日 シ 98 国宝及特別保護建造物画帖 1部 3帙 60.000�
明治 43 年 7 月 7 日 シ 99 支那古銅器集 1冊 28.000�

782�1921

大正 2年 1月 13 日 シ 100 金銅仏写真集 1冊 4.500�
大正 2年 3月 17 日 シ 101 雅邦集一，二 2冊 70.000� ○
大正 2年 6月 21 日 シ 102 宗達画集 1冊 7.500�

1925

大正 4年 6月 16 日 シ 103 西域考古図譜 1部 2冊 70.000�
1927

大正 4年 11 月 30 日 シ 104 源氏物語絵巻 1巻 3巻 22.000�
大正 4年 12 月 10 日 シ 105 頭塔石仏拓本 12 枚 10.000�
大正 5年 4月 2日 シ 106 東洋美術大観 13 1 冊 25.000�
大正 5年 4月 2日 シ 107 東洋美術大観 14 1 冊 25.000�

1944

大正 6年 3月 3日 シ 108 浮世絵版画傑作集第四集 1冊 6.000�
大正 6年 3月 3日 シ 109 浮世絵版画傑作集第二集 1冊 8.500� ○
大正 6年 3月 3日 シ 110 浮世絵版画傑作集第三集 1冊 7.500�
大正 6年 3月 3日 シ 111 浮世絵版画傑作集第一集 1冊 6.000� ○
大正 6年 9月 18 日 シ 112 浮世絵版画傑作集第五集 1冊 6.000�
大正 6年 9月 18 日 シ 113 浮世絵版画傑作集第六集 1冊 6.000�
大正 6年 10 月 22 日 シ 114 浮世絵版画傑作集第七集 1冊 4.500�

1951

大正 7年 4月 17 日 シ 115 浮世絵大観 1部 1冊 32.000� ○
大正 7年 4月 22 日 シ 116 三十六歌仙 1冊 10.000� ○
大正 7年 5月 23 日 シ 117 職人絵尽 1部 3冊 9.000� ○
大正 7年 5月 28 日 シ 118 浮世絵版画傑作集第八集 1部 1冊 6.500� ○
大正 7年 5月 28 日 シ 119 中尊寺大観 1冊 10.000�
大正 7年 6月 10 日 シ 120 南画集 1部 3冊 28.000� ○
大正 7年 9月 25 日 シ 121 東洋美術大観 15 1 冊 25.000�
大正 7年 11 月 1 日 シ 122 浮世絵版画傑作集第九集 1冊 6.500�

1963

大正 7年 11 月 12 日 シ 123 （胎蔵旧図様）仏教図像集古 1巻 15.000�
大正 8年 1月 17 日 シ 124 粉河寺縁起 1巻 32.000�
大正 8年 6月 3日 シ 125 浮世絵版画逸品集第十 1冊 6.000� ○
大正 8年 6月 21 日 シ 126 文晁筆東海道勝景 1冊 25.000� ○
大正 8年 6月 23 日 シ 127 平治物語絵詞（信西の巻） 1巻 45.000�
大正 8年 9月 24 日 シ 128 別尊雑記関係 1.2 1 巻 10.000�
大正 8年 9月 24 日 シ 129 別尊雑記関係 5 1 巻 15.000�
大正 8年 9月 24 日 シ 130 四種護摩炉形及金剛界清尊契印 1巻 5.000� ○
大正 8年 9月 24 日 シ 131 戒壇院扉絵 1巻 10.000�
大正 8年 9月 24 日 シ 132 浄瑠璃寺吉祥天及厨子絵 1巻 10.000�

1973

大正 9年 2月 17 日 シ 133 浮世絵版画傑作集第十一 1冊 6.500�
大正 9年 2月 17 日 シ 134 浮世絵版画傑作集第十二 1冊 6.500�

1975

大正 9年 5月 14 日 内村 シ 135 日本埴輪図集 2冊 60.000�
大正 9年 5月 31 日 田口 シ 136 華厳経五十五所絵巻 1巻 40.000�辰野奨学資金購入
大正 9年 5月 31 日 田口 シ 137 因果経絵巻 自二至四 3巻 100.000�辰野奨学資金購入
大正 9年 6月 25 日 川村 シ 138 別尊雑記図像三四 1巻 20.000�
大正 9年 6月 25 日 川村 シ 139 胎蔵図像上 1巻 15.000�
大正 9年 6月 25 日 川村 シ 140 胎蔵図像下 1巻 20.000� ○
大正 9年 7月 6日 渋谷 シ 141 春日権現霊験記 第一巻 1巻 39.000�辰野資金
大正 9年 7月 6日 渋谷 シ 142 後三年合戦絵巻 上 1巻 40.000�辰野資金
大正 9年 10 月 11 日 渋谷 シ 143 襖絵選集上下 2巻 100.000�辰野資金
大正 9年 10 月 11 日 渋谷 シ 144 醍醐寺霊宝集 1巻 15.000�辰野資金
大正 9年 10 月 26 日 渋谷 シ 145 絵師草紙上 1巻 40.000�辰野資金

1990

大正 9年 11 月 22 日 渋谷 シ 146 当麻曼荼羅縁起 1巻 45.000�
大正 9年 12 月 4 日 渋谷 シ 147 病草紙 1巻 20.000�
大正 9年 12 月 6 日 シ 148 別尊雑記 7・8 1 巻 25.000� ○
大正 9年 12 月 6 日 シ 149 陶磁器百選 57 枚 11.400� ○
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年 月 日 納 人 番 号 品   目 員 数 価 格 結末・備考 追 記
大正 10 年 2 月 15 日 シ 150 春日権現霊験記 第二巻 1巻 44.000� ○
大正 10 年 2 月 21 日 シ 151 後三年合戦絵詞 中巻 1巻 40.000�
大正 10 年 4 月 15 日 シ 152 理趣経曼荼羅 1巻 10.000�
大正 10 年 4 月 22 日 シ 153 後三年合戦絵詞 下巻 1巻 40.000�
大正 10 年 6 月 1 日 シ 154 五本十二神将 1巻 15.000�
大正 10 年 6 月 16 日 シ 155 法然伝絵詞略 1帙 30.000�
大正 10 年 6 月 16 日 シ 156 年中行事絵巻 壱 1帙 25.000� ○
大正 10 年 6 月 16 日 シ 157 一遍上人絵伝 1帙 20.000� ○
大正 10 年 7 月 4 日 シ 158 明和劇場図 1軸 15.000�
大正 10 年 7 月 4 日 シ 159 倭絵逸話集 10 枚 25.000� ○

2069

大正 10 年 12 月 6 日 シ 160 別尊雑記第六 1巻 20.000�
大正 11 年 1 月 13 日 シ 161 四種護摩炉形及胎蔵外部 1巻 15.000�
大正 11 年 1 月 14 日 シ 162 織物含名物裂 1組（15枚） 50.000�
大正 11 年 2 月 24 日 シ 163 仏教美術資料 1帙（119枚） 76.000�
大正 11 年 3 月 2 日 シ 164 華厳縁起 第一巻 1巻 15.000�
大正 11 年 4 月 15 日 シ 165 金剛界諸尊形像 1巻 20.000�
大正 11 年 4 月 28 日 シ 166 石山寺絵 第一 1 13.500�
大正 11 年 5 月 9 日 シ 167 雲州余彩 1帙 2冊 60.000� ○
大正 11 年 5 月 23 日 シ 168 大唐五山諸堂図 1組 2巻 180.000�

2080

大正 11 年 5 月 27 日 渋谷 シ 169 華厳縁起 第二巻 1巻 13.500�
大正 11 年 6 月 15 日 渋谷 シ 170 源氏物語 1巻 20.000�
大正 11 年 6 月 15 日 渋谷 シ 171 石山寺絵 第二巻 1巻 13.500�
大正 11 年 10 月 6 日 水上 シ 172 仏教図像集古五部心観 1巻 25.000�
大正 11 年 11 月 13 日 渋谷 シ 173 華厳縁起 第三巻 1巻 13.500�
大正 11 年 11 月 13 日 渋谷 シ 174 石山寺縁起 第三巻 1巻 13.500�
大正 11 年 11 月 13 日 渋谷 シ 175 小野御幸絵巻 1巻 10.000�

2087

大正 12 年 1 月 15 日 渋谷 シ 176 華厳縁起 第四巻 1巻 13.500�
大正 12 年 2 月 8 日 中幸男 シ 177 誉田宗廟縁起 1巻 20.000�
大正 12 年 3 月 12 日 内村 シ 178 雛かゝ美 1部（2冊） 20.000�
大正 12 年 3 月 12 日 大塚 シ 179 大山祇神社大鑑 1冊 15.000�
大正 12 年 3 月 12 日 大塚 シ 180 伝顧愷之女史箴図巻 1部（10枚） 10.000�
大正 12 年 4 月 18 日 渋谷 シ 181 春日権現記 第三巻 1巻 54.000�
大正 12 年 4 月 18 日 渋谷 シ 182 石山寺縁起 第四巻 1巻 13.500�
大正 12 年 4 月 27 日 水上 シ 183 仏教図像集古胎蔵諸尊形像 上 1巻 17.500�
大正 12 年 4 月 27 日 水上 シ 184 仏教図像集古胎蔵諸尊形像 下 1巻 17.500� ○
大正 12 年 5 月 19 日 信古書院 シ 185 古瓦集 2冊 12.000�
大正 12 年 5 月 21 日 文星堂 シ 186 京大文学部陳列館考古図譜 1冊 17.500�
大正 12 年 6 月 22 日 洪洋社 シ 187 美術工芸大観 一 1冊 35.000�
大正 12 年 6 月 22 日 洪洋社 シ 188 美術工芸大観 二 1冊 35.000�

大正 12 年 6 月 22 日 東洋美術研
究会 シ 189 仏教美術資料 第二期 1帙 76.000� ○

大正 12 年 7 月 9 日 大塚稔 シ 188 徽宗皇帝模様練図写真 1組（3枚） 5.000�
大正 12 年 7 月 9 日 渋谷 シ 189 華厳縁起 第五巻 1巻 13.500�
大正 12 年 7 月 20 日 村上 シ 190 瓜哇古面譜� 1 帙 40.000�
大正 12 年 10 月 15 日 古谷 シ 191 獲古図録 1部（2冊） 25.000�
大正 12 年 10 月 19 日 宮田 シ 192 襖壁紙文様集 第一輯、第二輯 1部（2冊） 10.000� ○
大正 12 年 10 月 20 日 渋谷 シ 193 光悦宗達桜山吹屏風絵 1帙 15.000�
大正 13 年 7 月 10 日 渋谷 シ 194 伊勢新名所歌合絵巻 1巻 25.000�
大正 13 年 7 月 10 日 若江範長 シ 195 工芸美術聚英 第一キ分 1部（12冊） 48.000� ○
大正 13 年 7 月 10 日 若江範長 シ 196 工芸美術聚英 第二キ分 1部（3冊） 12.000� ○
大正 13 年 9 月 20 日 黒田為次郎 シ 197 日本建築参考図 1組 2巻 13.000�

大正 13 年 9 月 25 日 高見沢作三
郎 シ 198 浮世絵 1組 8枚 48.800�

大正 13 年 9 月 25 日 平井為次郎 シ 199 日本木版画粋 1組 30 枚 9.900�

大正 13 年 10 月 10 日 若江範長 シ 200 工芸美術聚英 第四輯、第五輯（第
二キ分） 1部（2冊） 8.000�

大正 13 年 11 月 8 日 若江範長 シ 201 工芸美術聚英 第六輯（第二キ分） 1冊 4.000�
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大正 13 年 11 月 12 日 古谷幸太郎 シ 202 天狗草紙 1巻 18.000�
大正 13 年 11 月 12 日 古谷幸太郎 シ 203 紫式部絵巻 1巻 15.000�
大正 13 年 11 月 12 日 古谷幸太郎 シ 204 一遍上人絵伝 1巻 20.000�
大正 13 年 11 月 12 日 古谷幸太郎 シ 205 寂覚草紙絵巻 1巻 15.000�
大正 13 年 11 月 18 日 関宇一郎 シ 206 彩華 第一輯 1冊 3.500�

大正 13 年 11 月 27 日 洪洋社高梨由太郎 シ 207 美術工芸大鑑 第二期分 1冊 35.000�
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年 月 日 納 人 番 号 品   目 員 数 価 格 結末・備考 追 記
大正 13 年 11 月 27 日 洪洋社高梨由太郎 シ 208 美術工芸大鑑 第二期分 1冊 35.000�

大正 13 年 11 月 27 日 山下幸三 シ 209 襖壁紙文様集 第一期第一輯 1部 5.000� ○
大正 13 年 11 月 27 日 山中定次郎 シ 210 埃及希臘波斯古陶金石大鑑 1冊 30.000� ○
大正 13 年 11 月 27 日 山中定次郎 シ 211 古代埃及列地大鑑 1冊 21.500�
大正 13 年 11 月 27 日 山中定次郎 シ 212 支那古美術大鑑 1冊 20.000�
大正 13 年 12 月 7 日 小川晴暘 シ 213 室生寺大鑑 1冊 30.000�
大正 13 年 12 月 7 日 小川晴暘 シ 214 泉涌寺来迎廿五菩薩大観 1冊 16.000� ○
大正 14 年 5 月 13 日 古屋幸太郎 シ 215 こぎれ集 第一ヨリ第三迄 1部 7.500� ○
大正 14 年 5 月 13 日 古屋幸太郎 シ 216 伴大納言絵巻 1巻 45.000�
大正 14 年 5 月 13 日 小川晴暘 シ 217 法隆寺大観 第一輯、第二輯 1部 40.000� ○

大正 14 年 5 月 13 日 小川晴暘 シ 218 大和古美術大観 第一集～第十七
集迄 1部 95.000� ○

大正 14 年 6 月 25 日 関宇一郎 シ 219 彩華 第二輯ヨリ第五輯迄四冊 1部 14.000�

大正 14 年 7 月 6 日 三浦秀之助 シ 220 閣婆仏蹟ボロブヅウル 解説書付
三帙 1部 120.000�

大正 14 年 7 月 6 日 大塚稔 シ 221 東洋歴史参考図譜 第一輯ヨリ五
輯迄五輯 1部 20.000� ○

大正 14 年 7 月 6 日 田村壮次郎 シ 222 三春人形 1帙 2.500�

大正 14 年 7 月 11 日 遠山喜助 シ 223 天神縁起絵巻 四ッ切六十三枚・
八ッ切五枚 1組 65.500� ○

大正 14 年 7 月 31 日 大塚稔 シ 224 仏陀伽耶 1部 10.000�
大正 14 年 9 月 28 日 山本湖舟 シ 225 古代染織図録 1冊 25.000�
大正 14 年 9 月 28 日 山本湖舟 シ 226 溙匠長寬 1冊 10.000�
大正 14 年 11 月 30 日 関宇一郎 シ 227 彩華 第六輯ヨリ第八輯迄三冊 1部 10.500�
大正 14 年 11 月 30 日 和田幹男 シ 228 仏教美術資料 三期分一帙 1部 72.000�
大正 14 年 12 月 1 日 嶋津福太郎 シ 229 浮世絵 1組 16 枚 96.000�

大正 14 年 12 月 15 日 洪洋社 高梨由太郎 シ 230 美術工芸大観 第三期分 1冊 35.000�

大正 15 年 3 月 8 日 小川晴暘 シ 231 大判、室生寺大観 一巻ヨリ三巻
迄 1組 36.000�

大正 15 年 3 月 8 日 小川晴暘 シ 232 広隆寺大観 一巻ヨリ五巻迄 1組 30.000�
大正 15 年 3 月 8 日 小川晴暘 シ 233 印度美術写真集 十二輯迄 1組 24.000�中村奨学資金より
大正 15 年 4 月 16 日 古屋幸太郎 シ 234 平家納経 1帙 100.000�
大正 15 年 5 月 5 日 青山米治 シ 235 亜東印画輯 1冊 16.600�
大正 15 年 6 月 15 日 関宇一郎 シ 236 彩華 第九輯ヨリ第十二輯迄四冊 1部 14.000�
大正 15 年 6 月 17 日 熊谷直之 シ 237 襖壁紙文様集 自弐輯至四輯 1部 15.000� ○
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大正 15 年 8 月 28 日 青山米治 シ 238 亜東印画集 第二輯 1冊 16.600�
大正 15 年 12 月 4 日 大塚稔 シ 239 東洋歴史参考図譜 自六輯至拾輯 1部 20.000� ○
大正 15 年 12 月 9 日 関宇一郎 シ 240 彩華 自十三輯至十六輯四冊 1部 14.000�

昭和 2年 1月 15 日 嶋津康雄 シ 241 上代染織真譜 第一輯ヨリ第六輯
迄 1部 30.000�

昭和 2年 1月 15 日 小川晴暘 シ 242 室生寺大観（大判） 第七、八、九
輯分帙共 1部 21.000�

昭和 2年 2月 21 日 小川晴暘 シ 243 印度美術写真集 （第 13 輯ヨリ 24
輯迄） 1組 30.500�

昭和 2年 6月 24 日 関宇一郎 シ 244 彩華 自十七輯至二十一輯五冊 1部 17.500�
計 2158

昭和 2年 11 月 22 日 青山米治 シ 245 亜東印画集 第三輯 1冊 16.600�

昭和 3年 1月 11 日 洪洋社
高梨由太郎 シ 246 美術工芸大鑑 第四期分 1－ 10 1 冊 25.000� ○

昭和 3年 5月 17 日 関宇一郎 シ 247 彩華 自二二輯至二七輯六冊 1部 21.000�
昭和 3年 6月 16 日 高梨由太郎 シ 248 美術工芸大鑑 第四期分 11 － 12 1 部 5.000� ○

昭和 3年 10 月 10 日 田野倉治三
郎 シ 249 亜東印画集 第四輯 1冊 7.500�

昭和 4年 1月 17 日 田野倉治三
郎 シ 250 亜東印画集 第五輯 1冊 16.500� 一重線

昭和 4年 2月 25 日 関宇一郎 シ 251 彩華 自二八輯至三三輯六冊 1部 21.000�
昭和 4年 9月 14 日 関宇一郎 シ 252 彩華 自三四輯至三六輯三冊 1部 10.500�

昭和 4年 9月 14 日 江藤哲二 シ 253 国風大観（写真六十枚） 1部 9.500�

十二月廿六日七、八
輯�三円也、五年五月
六日九、十、十一、
十二輯�六円也、.500
表紙代

○

昭和四年拾壱月五日現在計 2167

昭和 5年 2月 6日 田野倉治三
郎 シ 254 亜東印画集 第六輯 1冊 16.560�

昭和 5年 2月 6日 大塚稔 シ 255 東洋歴史参考図譜 自十一輯至
十四輯 1 16.000� ○

昭和 5年 11 月 29 日 江藤哲二 シ 256 国風大観（写真五十枚） 1 7.500�自十三輯至十七輯分
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年 月 日 納 人 番 号 品   目 員 数 価 格 結末・備考 追 記
昭和 6年 1月 22 日 田野倉治三

郎 シ 257 亜東印画集 第七輯 1 15.600�自六十六回至七十七回分 一重線

昭和 6年 6月 26 日 上泉徳弥 シ 258 国風大観（写真四十枚） 1 6.000�自拾八至貮拾壱輯分
昭和 6年 6月 30 日 大塚稔 シ 259 東洋歴史参考図譜 第十五輯 1 4.000� ○

昭和 7年 1月 20 日 田野倉治三
郎 シ 260 亜東印画輯 第八輯 1 16.600�自七十八回至八十九回分

昭和 7年 2月 20 日 上泉徳弥 シ 261 国風大観（写真九十枚） 1 13.500�自廿二輯至三十輯分 一重線
昭和 7年 3月 22 日 大塚稔 シ 262 法隆寺壁画 帙入額弐枚付 1組 100.000�

昭和 7年 12 月 5 日 上泉徳弥 シ 263 国風大観（写真八十枚） 1 12.000�自三十一輯至三十八輯分 一重線

昭和 8年 2月 1日 田野倉治三
郎 シ 264 亜東印画輯 第九輯 1 15.600�自第九十回至第百壱回分

昭和 8年 3月 23 日 上泉徳弥 シ 265 国風大観（写真三十枚） 1 4.500�自三十九輯至四十一輯分

昭和 9年 2月 22 日 田野倉治三
郎 シ 266 亜東印画輯（表紙共） 1 16.600�自第百二回至第百十三回分 一重線

昭和 9年 3月 20 日 上泉徳弥 シ 267 国風大観 1 6.000�自四十二輯至四十五輯分

昭和 10 年 2 月 15 日 田野倉治三
郎 シ 268 亜東印画輯（表紙共） 1 16.600�自百十四回至百廿五回分 一重線

昭和 11 年 2 月 15 日 田野倉治三
郎 シ 269 亜東印画輯（表紙共） 1 16.600�自百廿六回至百三十七回分 一重線

昭和 12 年 3 月 25 日 田野倉治三
郎 シ 270 亜東印画輯（表紙共） 1 15.820�自 138 回至 149 回分 一重線

昭和 13 年 2 月 5 日 田野倉治三
郎 シ 271 亜東印画輯（表紙共） 1 16.200�自 150 至 161 輯分 一重線

昭和 14 年 1 月 31 日 田野倉治三
郎 シ 272 亜東印画輯 1 15.600�自 162 至 173 輯 12 部

昭和 15 年 2 月 10 日 田野倉治三
郎 シ 273 亜東印画輯 1 15.600�自 174 至 185 輯 12 部

昭和 16 年 4 月 25 日 田野倉治三
郎 シ 274 亜東印画輯 1 21.300�自 186 至 200 輯 15 部

昭和 17 年 3 月 24 日 野口三郎 シ 275 国宝石山寺縁起 第五巻 1 35.000�

昭和 17 年 7 月 23 日 田野倉治三
郎 シ 276 亜東印画輯 1 1.800�自 201 号至 212 号（12 部）

記述がある欄のみ書き出した。
各品目に後年書き加えられた印および線は右欄に追記として記した。
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表５ ク印 油絵標本
年 月 日 納 人 番 号 品   目 員 数 価 格 結末・備考 追 記

明治 24 年 10 月 15 日 ク 1 旧謁見所玉座装飾額面 1 5.000�

明治 26 年 10 月 10 日 ク 2 上野不忍ノ池ノ図 1 20.000�45.4.9.�国立博物館へ保管転換 二重線

明治 26 年 10 月 10 日 ク 3 京都三十三間堂ノ図 1 5.000�昭和 10 年 3 月 11 日本部へ保管転換 二重線

明治 26 年 10 月 10 日 ク 4 西本願寺飛雲閣ノ図 1 5.000�

明治 26 年 10 月 10 日 ク 5 西本願寺勅使ノ間ノ図 1 5.000�昭和 10 年 3 月 11 日本部へ保管転換 二重線

明治 26 年 10 月 10 日 ク 6 芝文照院表門ノ図 1 10.000�昭和 10 年 3 月 11 日本部へ保管転換 二重線

明治 26 年 10 月 10 日 ク 7 京都八坂神社ノ図 1 5.000�昭和 10 年 3 月 11 日本部へ保管転換 二重線

明治 26 年 10 月 10 日 ク 8 二条城大広間ノ図 1 5.000�昭和 10 年 3 月 11 日本部へ保管転換 二重線

8

記述がある欄のみ書き出した。
各品目に後年書き加えられた印および線は右欄に追記として記した。

表６ コ印 自在画額面類標本
年 月 日 納 人 番 号 品   目 員 数 価 格 結末・備考 追 記

明治 26 年 10 月 10 日 コ 1 ポンタネージ氏風景自在画 1 見積 50.000 45.4.9.�国立博物館に保管転換 ○ 二重線

明治 26 年 10 月 10 日 コ 2 ポンタネージ氏風景自在画 1 見積 50.000 〃 ○ 二重線
明治 26 年 10 月 10 日 コ 3 風景自在画 1 見積 5.000 〃 ○ 二重線
明治 26 年 10 月 10 日 コ 4 風景自在画 1 見積 5.000 〃 二重線
明治 26 年 10 月 10 日 コ 5 人物自在画 1 見積 5.000
明治 30 年 6 月 25 日 コ 6 黒塗縁人物画額 1 見積 0.700
明治 30 年 6 月 25 日 コ 7 梅ノ図額面 1

記述がある欄のみ書き出した。
各品目に後年書き加えられた印および線は右欄に追記として記した。


